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● 現在の研究について 

○産後の家族支援研究の一つとして「乳幼児を持 

つ夫婦のセクシュアリティを含めた夫婦関係と 

出生力：フィンランドとの比較」を科学研究費助 

成事業（基盤研究 C 平成 28 年～30 年）としてフ 

ィンランドとの共同研究を行っています。これか 

らは、本研究の結果を発信し、妊娠期から育児期 

までの切れ目ない支援の貢献につなげたいと思 

います。この研究は今後も継続していきます。 

 

 

○「周産期における災害時対応リスクマネジメン 

トに関する研究」を科学研究費助成事業（基盤研 

究 C平成 24 年～26 年）として行いました。病院 

（産科）における災害対策や妊産婦を守るための 

一助になるように結果を発信していきます。 

 

 

● 今後進めていきたい研究について 

○産後の家族支援の研究を以下の視点で継続し

たいと思います。 

・男性の育児休業取得の促進 

・乳幼児を持つご夫婦の良好な関係性の構築への

介入支援 

・離島や、中山間地区の子育て支援 

・ネウボラを担う人材育成支援 

 

 

 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

○妊娠期から育児期までの切れ目ない支援のた

めにできることを地域・社会と連携して考えてい

きたいと思います。その中でも、離島や中山間地

区における子育て支援についても取り組みたい

と思っています。 

 

○「性の健康教育講座」という概念で、中学・高

校と連携をとって、思春期の性の健康への支援を

進めていきます。また、「発達障がい」の方の性

を支援していきます。 

 

 

● これまでの連携実績 

○三原市の保健福祉課と連携して、パパママクラ

スを行っています。 

 

○地域の中学・高校で性教育講演会を行っていま

す。（思春期保健相談士認定） 

 

○三原市・県立広島大学研究開発助成事業にて

「災害時の避難所生活における要援護者支援」

（平成 26 年度）の研究調査を本学の 3 名の教員

と共同で行いました。その成果として三原市に報

告書を提出しました。また結果の一部を日本看護

福祉学会誌で発表しました。 

 


